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1. はじめに

日立ヴァンタラ社では，世界の企業活動における変化
を把握するスキルを経営陣から従業員まで各自が有して
いる。日立は，これまで数十年にわたり，世界各地の企
業のデータ管理を支援してきた。特にこの10年間，世
界の人々と企業の大半がインターネットを通じてつなが
り合う中で，データの偏在によってビジネスが形成され
る傾向が顕著になっている。スマートフォンからイン
ターネットを通じて民間の交通サービスを予約する
Uber※）のような位置情報ベースのアプリケーションは，
多くの国でタクシー業界を震撼させている。Uberのビ

ジネスモデルの例に見られる「仲介排除」の動きは，リ
アルタイムかつ継続的に情報とデータにアクセスするこ
とがいかに業界全体を再形成するかという，大きな変化
の一端を示している。
こうした「デジタル・ディスラプション」がもたらす
脅威とチャンスに対し，歴史ある多くの企業が急速に，
自社の多様なデータソースから見識と価値を引き出す能
力を獲得しつつある。例えば日立は，キャタピラーマリ
ン社が船の推進システムから得たデータを組み合わせて
分析し，船体のメンテナンスの要否を予測する取り組み
を支援している（図1参照）。それらの企業はまさにデ
ジタルトランスフォーメーションの最前線にあり，デジ
タル化によって今まで以上の安全性と効率性，価値を提
供できるようになりつつある。またそれによって，社会
全体が大きく変わろうとしているのである。 

新たなワークスタイルに向けた日立の取り組みF E A T U R E D  A R T I C L E S

デジタルソリューション事業の
体制強化と社内改革

Daniel Kuenzi

デロイトコンサルティング社によると，世界中で生成されるデータの量はこの1年半～2年で2倍と
なり，企業のビジネスの在り方やデジタル時代の競争の力学をも変えると予想されている。企業
はこうした時代に適応するか，取り残されるかという岐路に立っており，日立は，ビジネス環境の
変化への顧客の対応を支援するとともに，自らもこうした変化に適応するために新たな挑戦をス
タートさせた。
日立ヴァンタラ社は，日立のITとOTの知見を組み合わせ，IoT時代を生きる企業の新たな未来
を創造するために設立された新会社であり，顧客企業のデータ活用と価値創出を支援するイノ
ベーションパートナーをめざしている。本稿では，日立ヴァンタラ社の概要を中心に，世界のデジ
タライゼーションのリーダーをめざす日立の取り組みを紹介する。

※）Uberは，Uber Technologies Inc.の登録商標である。
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2. 顧客企業のケーススタディ

企業情報システムの構築にも大きな変化が見られる。
これまで多くの企業はさまざまなIT機器やシステムを
個別に購入し，自ら組み合わせて利用していたが，現在
は求めるアウトカムに応じてシステムを一括で導入する
ケースが増えている。この数年間で，オンプレミスのIT
システムから，クラウド環境をホストとし，リモートで
稼働するより大規模なITシステムへと移行してきた。こ
うして業界構造が変化する中でも，顧客は常に自社の
データから価値を抽出して管理するよりよい手法を模索
している。
データの価値は，以前よりもはるかに高まっている。
いかにして自社のデータから価値を引き出し，ビジネス
に活用するかということが，企業の収益率，ひいては自
社の存亡をも左右するのである。データから価値を得る
ために世界の企業が必要としているもの，すなわち顧客
のニーズは，データセンターや取引所，リモートオフィ
ス，組立ライン，小売店など，多くの時間を顧客に寄り
添って過ごすことで知ることができる。

3.  グローバルなデジタル戦略の
推進体制の確立 

顧客のニーズを捉え，そのデータ活用と成長を支援す

るという観点から，日立はグループをまたがるイノベー
ションや開発の幅広い実績と経験を基に，2017年に大
きな変革に乗り出した。日立グループに属するHitachi 
Data Systems社，Hitachi Insight GroupおよびPentaho
社は，従来，商業・工業・公共の分野においてビジネス
のアウトカム向上を目的としたデータ活用ソリューショ
ンを提供していた。しかし，市場の急速な変化を背景に，
各社の能力を統合してビジネスを合理化し，技術を迅速
に組み合わせてシステム・サービスを構築する必要が
あった。
絶えず成長し続ける市場に対して即応可能な組織構造
を確立するため，各社が築いてきた顧客企業とのパート
ナーシップについて確認し，統合に向けて必要な情報を
整理した。そして，2017年3月から6か月の間に，
Hitachi Data Systems社，Hitachi Insight Groupおよび
Pentaho社が統合され，日立ヴァンタラ社が発足した。
日立ヴァンタラ社は，日立のグローバルなデジタル戦
略を推進するために形成された日立グローバルデジタル
ホールディングス社の一員でもある。そして新たなIoT
（Internet of Things）ソリューションの提案力をフロン
トのビジネスユニットが有するOT（Operational 
Technology）のノウハウと組み合わせ，日立グループの
豊富な経験を活用している（図2参照）。新しい社名と3
事業体の統合は数年単位のプログラムの初期段階であ
り，ほんの始まりにすぎない。日立が次世代のIoT市場の
リーダーとして世界から認められるために，日立ヴァン
タラ社はさまざまな取り組みを積極的に進めていく。

・ センサーやその他の機器から取得した
　データを統合し， データへのアクセスを　　
　容易にすることで， 時間と資源を節約する。
　
・ 予測分析によって機器のメンテナンスを
　最適化する。
　
・ 故障を未然に防ぐことによって， ダウンタイム
　および修繕によって発生するコストを抑制する。
　
・ 船に備え付けの燃料注入機器の故障を
　発見 ・ 修繕することにより， 船の燃料消費を
　5％削減する。

ダウンタイムおよび燃料 ・ メンテナンス費の削減による経費節減（750， 000ドル／隻）

トランスフォーメーション

図1｜キャタピラーマリン社との協創
日立ヴァンタラ社は，船の推進システムから収集したデータを組み合わせて分析することで，船体のメンテナンスの要否を予測するキャタピラーマリン社の取り組みを
支援している。
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4. 改革を主導するチーム・プロジェクト

日立ヴァンタラ社が推進する改革に際して極めて重要
な要素が，組織構造と将来戦略に関わる広範な変革を担
うトランスフォーメーション・オフィスの立ち上げで
あった。この総合的な改革プロジェクトを「Mirai（未来）」
と命名し，今後，新旧の製品とサービスをいかに進化さ
せていくのか，自社の事業・戦略・運営について評価し
た。Miraiは，日立ヴァンタラ社のベースとなった3事業
体の異なるビジネスモデルを1つの戦略と運営モデルに
まとめることで，3事業体の価値を組み合わせ，掛けあ
わせる意欲的な取り組みである（図3参照）。
日立ヴァンタラ社はこの取り組みを通じて，IoTソ
リューションのリーダーとして世界の働き方を変えるた
め，社会イノベーション事業のビジョン実現に向け，製
品戦略とポートフォリオ，サービスと市場投入戦略を一
本化した。

5.  組織戦略の実行基盤としての
明瞭な運営モデル

日立ヴァンタラ社はアナリティクスとIoTソリュー
ションのラインアップを進化・拡張させているが，一方
で，コアビジネスであるITインフラ，コンテンツおよび
データストレージの重要性は変わらず，今後も顧客の
データセンター業務に関する事業領域への投資を継続す
る。デジタル技術による業務改革に際して，データ管理
は極めて重要な問題であり，従来のビジネスプロセスの
一部がクラウドに移行し，IoTが進展する中でのエッジ
コンピューティングのユースケースは，日立ヴァンタラ
社に大きな収益拡大のチャンスがあることを示している。
産業IoTの設置環境において生成されるデータは，高
いネットワーク帯域コストとレイテンシの問題から，そ
の大半をエッジで処理し，格納することを要求される。
3事業体を統合し，即応性を高めることによって，日立
ヴァンタラ社は市場がもたらすさまざまなビジネスチャ
ンスに対応していく。
こうした統一戦略を早期に実現するため，Miraiプロジェ
クトは以下の3つの戦略的な取り組みに注力している。
（1）製品・サービス・ソリューションを1つにまとめて
進化させ，市場に投入することを目標と定め，実行する。
（2）新しい組織に必要な能力を明確にし，タレントプロ
グラムによって求められる能力・人財を育成する。
（3）迅速かつ的確な改革のために必要な業務プロセス，
技術システム，マネジメントシステムを把握し，実装する。
また日立ヴァンタラ社は，市場に新たな製品とソ
リューションをもたらす，拡張性の高いグローバルなデ
ジタルビジネスの仕組みづくりに取り組んでいる。これ
によって，XaaS（Everything-as-a-Service）/IoT企業と
しての戦略を前進させることができる。

日立製作所
副社長

日立
コンサルティング社

社会イノベーション事業
推進本部

日立グローバルデジタルホールディングス社

デジタルソリューションビジネス推進体制

日立製作所
執行役社長兼CEO

日立
ヴァンタラ社

・ Hitachi Data Systems
・ Hitachi Insight Group
・ Pentaho

図2｜ 日立のデジタルソリューションビジネス推進体制
Hitachi Data Systems社，Hitachi Insight Group，Pentaho社の統合によっ
て発足した日立ヴァンタラ社は，日立グローバルデジタルホールディングス社の
一翼を担っている。
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各事業部門に属する多数の専門家とジェネラリストが
事業分野を超えて能力を発揮

シェアードサービス事業分野ごとの機能事業分野

情報

情報

収入

ソリューション
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図3｜マーケットイン・アプローチ
ビジネスラインをまたいでサービス，エンジニアリング，
運用を統合する，日立ヴァンタラ社が推奨するマー
ケットイン・アプローチの概要を示す。
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6. ワークストリームが加速する未来

数十億規模の企業における改革は非常に大がかりで複
雑な作業であり，これを実現するには，組織幹部がみず
からビジネスの戦略と運用モデルを総合的に見直す必要
がある。製品とソリューションのラインアップを拡張し，
世界中に散らばる数千人の従業員の舵を取り，数十億ド
ルの収益を確保しながら変革を成し遂げるには，膨大な
準備と取り組みが求められる。日立ヴァンタラ社では，
一連の取り組みを10グループ約50のワークストリーム
に分類している（図4参照）。その例を以下に示す。
（1）製品とエンジニアリング 
日立グループのOTノウハウを今まで以上に活用する
べく，インフラからIoT関連製品に至るまで，自社製品
のロードマップを作成する。
（2）運営
自社のビジネス全般にわたって業務を統合し，新規ソ
リューションの開発を加速する。効率的な業務遂行と顧
客需要に合わせた短期間での市場投入を実現するための
計画を立て，実行する。
（3）サービス
市場競争を勝ち抜くために求められる新たな技術とソ
リューション提供を実現する。自社の製品と付加価値の
高いサービスを組み合わせ，顧客のデータ活用を支援す
る新たなソリューションを開発する。
（4）販売と市場投入
複数の営業部門を統合し，顧客のニーズに応えるべく
より多くのリソースを投入する。また，パートナー企業
の収益構造を改善し，業務を顧客の視点で「見える化」

することで，顧客と日立ヴァンタラ社との協業をスムー
ズに進められるようにした。

7. 改革の実現に向けたスケジュール

日立ヴァンタラ社の始動にあたり，将来に向けた方針
や進路を定めるための2か年の計画を立てた。経営陣は
この計画を遂行し，自社の業績や市場に変化があった際
には方向性を修正する。2か年の移行計画は，以下に示
す4つのフェーズに分けられている。
（1）フェーズ1
2017年4月から同年10月にかけて，新体制移行に向け
た計画を立案し，改革に際して必要な事項をまとめた。
（2）フェーズ2
計画が実現可能性を確認するため，パイロットプログ
ラムを施行した。収益と資金を確保しながら，稼働中の
ワークストリーム全体の運用モデルをファイナライズす
ることが焦点であった。日立ヴァンタラ社はフェーズ1
で定めた変革の目標を達成し，2018年4月，フェーズ2
は成功裏に終了した。
（3）フェーズ3，フェーズ4 
現在，企業運営の改革と横串組織の実現，新たなソ
リューションの迅速な市場投入，日立グループ内の他の
デジタル関連部門との協力関係強化を目的として，
フェーズ3およびフェーズ4が進行中である。これらの
フェーズは，2019年5月に完了する予定である。
（4）今後の展望
製品ラインアップを強化・拡張して市場投入のルート
を確保し，ビジネスのデジタル化を完遂するという長期
的なビジョンを通じて，日立ヴァンタラ社は常に市場の
一歩先を行くことをめざす（図5参照）。

8.  プロジェクトを通じて戦略を定める
日立ヴァンタラ社の働き方改革

理論は重要であるが，それは実際の行動が伴う場合に
限ってのことである。Miraiプロジェクト遂行の過程で，
多くのことを改善することができた。以下にその例を
示す。
（1）デジタルツールによる新しい働き方
IT部門の主導によって新しいデジタルコラボレー
ションツールを導入し，時差や距離を超えたコラボレー
ションを促進する「デジタルファースト」な文化の醸成

STEERING
COMMITTEE

VANTARA FUNCTIONAL WORKSTREAMS

Services Sales / GTM Operations

Pricing

Product & 
Engineering

STRATEGIC PROGRAMS OFFICE 

Pentaho

M&A Strategy Unified Offering
Management

GTM Strategy Sales Ops

Transformation Nerve Center

EMEA Sales

AMS Sales 

Partner

Sales Analytics

CTO Field and 
Industry 

APAC Sales

Global Accounts 

Sales Planning 
and  Execution

Mirai Digital 
Transformation 

Methodology

Smart Data 
Infrastructure （SDI） 

Product Strategy

IoT Analytics Revenue 
Acceleration

Operations Function 
Design 

CSPD 
（GR Design/Build） One View

Contingent Workforce

Optimized Factory 
Solution 

Offering Revenue 
Accelerator

Accelerators 

CSPD 
（GR Sales Model）

ITPD 
（SDS Market Strategy）

ITPD 
（SDS Product Strategy）

ITPD 
（SDS Tech Architecture）

SPBD 
（Op Model） 

SPBD Lumada 
Collaboration

ITPD 
（SDS Business and 

Op Model）

Pricing Ecosystem 
Design

Value Pricing

Value Pricing 
Enablement

New Offerings

Pricing 
Transformation

M&A Integration Incl. 
Pentaho IMO

Talent Mapping

Managed Services

Customer Success
Organization

Global Services
Operations

Professional Services

Global Delivery

Enterprise Op Model 
Activation

Comms and Change 
Management

Talent Acquisition 
and Onboarding

Global Learning 

Customer Experience

SWAT

Acceleration
Workshops

VANTARA CROSS-
FUNCTIONAL 

WORKSTREAMS

SPBU 
WORKSTREAMS 

VANTARA
TETHERED 
PROGRAMS

図4｜10のワークストリーム
日立ヴァンタラ社では，Transformation Nerve Centerを通じてMiraiプロジェ
クトのすべてのワークストリームを緊密に連携させ，継続的かつスピーディで一
致団結した変革を進めている。
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を支援した。
（2）外部有識者との提携
新たな施策の実行にあたっては，経験者の協力を得る
ことが重要である。日立ヴァンタラ社は初期の段階でデ
ロイトコンサルティング社に協力を仰ぎ，同社が数々の
グローバル企業にアドバイスをしてきた経験に基づき，
新体制への移行と戦略に関する助言を得た。
（3）大規模なコラボレーション
日立ヴァンタラ社のワークストリームでは，1,000人
以上の従業員が新体制への移行計画に積極的に参画して
いる。
（4）スクラム／アジャイル手法の導入
少人数のチームで特定の課題について迅速に調査・解
決するソフトウェア開発手法（スクラム／アジャイル手
法）を成功裏に導入した。課題に対して、迅速に調査・
解決する新たな手法は，ヴァンタラ社の経営会議でも用
いられている。
（5）チェンジ・アンバサダー・ネットワークの導入
世界中の従業員がチェンジ・アンバサダー・ネット
ワークに参加し，新体制への移行に関する情報を各拠点
の他の従業員に伝えると，本社地区に勤務するMiraiプ
ロジェクトのワークストリーム責任者にも情報がフィー
ドバックされる。
（6）顧客の成功を支援する仕組みの構築
日立ヴァンタラ社とパートナーシップを組むことで顧
客が得られるメリットを明確にする。
（7）収益確保システムの再設計
製品・営業・サービスの機能を合理化し，顧客が直面
している課題を理解し解決する能力を向上する。
（8）リーダーシップ・フレームワークの適用
日立ヴァンタラ社のリーダーたちは，市場での成功に
不可欠な新たなナレッジと，絶えず変化し続ける環境を
勝ち抜くためのマインドセットを有する。
（9）重点地域の策定

顧客に寄り添うべく，営業部門のリソースを世界中の
主要なハブに再配置し，機敏で効果的，かつ即応的な対
応を実現している。
（10）本社オフィスの新設
2019年に本社を移転し，カリフォルニア州シリコン
バレーにモダンで新しい本社オフィスを開設する予定で
ある。新たなオフィスの作業スペースは完全にデジタル
化されたコラボレーティブな空間となり，世界中の従業
員やパートナー企業，顧客とよりよい関係を築くことが
できる。

9. おわりに

日立ヴァンタラ社設立への歩みを振り返ってみると，
組織とビジネスが急速に再形成されてきたことが分か
る。これらの取り組みによって，日立ヴァンタラ社はデ
ジタルとIoTを取り巻く市場の新たな商機を捉えること
ができるようになった。
目まぐるしく移り変わるデジタル時代にあって，変革
はしばしば，飛行中の飛行機の翼を取り替えるようなも
のとたとえられる。市場が今後も成長を続けると予想さ
れる中，われわれは自社を変革し，市場の動きに追随す
るための非常に重要な能力を獲得した。適切なマインド
セットとアプローチ，見識と人財をもってすれば，デジ
タル新時代が日立と日立の顧客にもたらすチャンスは無
限大である。

執筆者紹介

Daniel Kuenzi
Hitachi Vantara Corporation

Sales Strategy and Transformation 所属
現在，Miraiプロジェクトメンバーの一員として，営業戦略策定業
務に従事

顧客主導 ・
ユースケース駆動

柔軟な構成 ・
大胆な価格設定

製品 ： コアソリューション， コンテンツ， 
デジタル， IoTを組み合わせた
市場密着型ソリューション

変革がもたらすアウトカム

サービス ： IoTのユースケースに
必要不可欠な， グローバルな
トータルサービス

価格設定 ： 価値ベースの価格設定， 
大胆なハンドリング， 
迅速で柔軟な見積

セールス ： ITを通じた拡販， 
セールスアナリティクスの拡張

迅速な対応市場探査

デジタルビジネス

ビジネスモデルの
オーケストレーション

一人ひとりに合わせた
オートマチックな対応

図5｜ 顧客中心でマーケットインの
運営モデル

日立ヴァンタラ社の新たな運営モデルは顧客中心に
設計されており，市場の動向を捉えて迅速かつ的
確に応えるものである。
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